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平成２２年度森林湖沼環境税活用事業の実績について 
 

 

 

 

１ 税収額・支出額 （決算額） 

（１）税収額 １，６４５，０５２千円 

（２）支出額 １，４１７，９１３千円     

森林の保全・整備  ：７７１，００４千円 

    湖沼・河川の水質保全：６４６，９０９千円 

 

２ 森林の保全・整備 

 

事業区分（事業名） 事 業 内 容 計 画 実 績 

① 森林環境保全のための適正な森林整備の推進             ６８３，７０７千円  

 

 

森林機能緊急回復整備事業 

 
 

・水源かん養機能など森林の持つ

公益的機能を回復させるため，

間伐の実施に対し補助 

     

 

・間伐を効率的に実施するために

必要な作業道の開設に対し補助 

１，２００ha 

 

 

 

 

３０，０００ｍ 

１，１５６ha 

 

＊炭素吸収量 

2,081炭素ﾄﾝ/年 

 

 

３８，０２５ｍ 

 

身近なみどり整備推進事業 ・地域にとって良好な生活環境や

やすらぎの場をつくるため，平

地・里山林の整備に対し補助 

 

２５０ha 

 

１９５ha 

＊炭素吸収量 

 136炭素ﾄﾝ/年 

森林づくり推進体制整備事業 

 

・間伐等の作業を機械化により効

率的に行うため，高性能林業機

械のレンタル経費に対し補助 

５０か月分 

 

５１か月分 

 

間伐された森林（常陸太田市） 

整備された平地林（筑西市） 

高性能林業機械による作業 
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県産材流通・加工体制整備事業 

 

・県産材の流通拠点となる原木市

場及び需要の高い乾燥材を生産

する木材乾燥施設の整備に対し

補助（平成21年度からの繰越） 

・未利用間伐材等を活用するラミ

ナ製材工場の整備に対し補助 

 

・原木市場 

１箇所 

・木材乾燥施設 

１箇所 

・ﾗﾐﾅ製材工場 

１箇所 

 

 

１箇所 

 

１箇所 

 

１箇所 

<ﾗﾐﾅ製材工場は平成23年

度へ繰越> 

 

② いばらき木づかい運動の推進                     ７１，６１２千円 

 

 

 

 

 

 

いばらき木づかいの家推進事業 

 
 

・県産材の利用促進と需要拡大を

図るため，新築木造住宅の建築

に対し補助 

１５０戸 

 

１５０戸 
（応募451戸） 

いばらき木づかい環境整備事業 

 
 

・県産材の利用促進と木の良さを

普及啓発するため，公共施設の

木造化・木質化や机など木製品

の導入に対し補助 

 

 

公共施設整備 

８施設 

 

木製品導入 

３１施設 

公共施設整備 

８施設 

 

木製品導入 

３２施設 

③ 県民協働による森林づくりの推進                   １５，６８５千円 

 

 

 

 

 

 

 

いばらきの森普及啓発事業 

 
 

 

・森林湖沼環境税の意義や森林の

働き・重要性等を啓発するため

広報を実施 

 

 

 

・地域の森林づくり活動などを促

進するため，NPO団体などに対し

補助 

パンフレット作成 

 

「ひばり」 

特集記事掲載 

 

 

２０団体 

 

パンフレット作成 

２０，０００部 

「ひばり」 

特集記事掲載 
(平成22年9月号, 

平成23年3月号) 

２０団体 
(参加者14,804人) 

整備された原木市場（2..3ha） 

（宮の郷工業団地） 

公共施設の木質化（大宮中武道館） 

パンフレットの作成 

補助を受けて建築中の木造住宅 
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森林環境教育推進事業 

 

 

・子供たちが自然にふれあい，体

験学習ができる学校林等の整備

に対し補助 

・森林の大切さや林業の役割を学

ぶ機会として，小学生と保護者

を対象に間伐の現場見学や木工

体験等を実施 

 

 

１２校 

 

 

 

４００人 

 

１２校 
（参加者1,774人） 

 

 

３８２人 
(応募者492人) 

 

＊炭素吸収量合計 

2,217炭素ﾄﾝ/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間伐の体験学習（大子町） 
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３ 霞ヶ浦をはじめとする湖沼・河川の水質保全 

 

事業区分（事業名） 事 業 内 容 計 画 実 績 

① 生活排水などの汚濁負荷量の削減（点源対策）           ４８３，３２５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霞ヶ浦流域等高度処理型浄化槽補

助事業 

 

高度処理型浄化槽の仕組み 

・高度処理型浄化槽の設置促進の

ため設置者の負担額が通常型浄

化槽と同等となるよう上乗せ補

助 

・単独処理浄化槽から合併処理浄

化槽への転換を促進するため，

撤去費用を補助 

８００基 

 

 

 

４５０基 

 

１，２４４基 

 

 

 

５８９基 

＊年間負荷削減量 

ＣＯＤ：約  29ﾄﾝ 

全窒素：約 4.8ﾄﾝ 

全りん：約0.44ﾄﾝ 

湖沼水質浄化下水道接続支援事業 

 

農業集落排水施設接続支援事業 

・整備済み地区での未接続者の解

消を促進するため，市町村が行

う接続補助に対して上乗せ補助 

１，４７０件 

 

３５０件 

６３９件 

 

１６８件 

＊年間負荷削減量 

ＣＯＤ：約  14ﾄﾝ 

全窒素：約 5.5ﾄﾝ 

全りん：約0.55ﾄﾝ 

霞ヶ浦・北浦点源負荷削減対策事業 ・工場・事業場の排水基準の遵守

徹底等のため，水質保全相談指

導員を配置し，工場・事業場の

立入検査等を実施 

指導員：１０名 

立入検査： 

    ５３０事業所 

指導員：１０名 

立入検査: 

５４３事業所 

霞ヶ浦流域畜産環境負荷削減特別 

対策事業 

・畜産系負荷削減のため，家畜排

せつ物のたい肥化施設等の設置

に対し補助 

１２箇所 ９箇所 

<平成23年度への 

繰越１箇所を含む> 

＊年間負荷削減量 

全窒素：約 11.4ﾄﾝ 

畜産バイオマス燃料化推進モデル

事業 

 
家畜排せつ物燃料の搬入 

・家畜排せつ物の燃料化に関する

実証試験 

・燃料化のために必要な処理方法を調査

・検討し，有効な方法を確認 

畜産排水処理対策モデル事業 ・畜産排水を処理・放流する技

術の調査・検討 

・し尿処理施設における処理可能性の検

討（モデル農家の選定済み） 

・簡易高度処理施設における処理可能性

の検討（事前調査終了） 
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② 農地からの流出水への新たな対策（面源対策）           １１８，８７９千円 

 

 

 

 

 

 

 

農業排水再生プロジェクト事業 

 
循環かんがいの仕組み 

・霞ヶ浦湖岸の水田からの排水を

循環利用して負荷を削減 

 

・谷津田などの休耕田に台地から

の高濃度の窒素を含む浸出水を

ためて，窒素負荷を削減 

２１箇所 

 

 

１０箇所 

２２箇所 

 

 

１０箇所 
＊年間負荷削減量 

ＣＯＤ：約  27ﾄﾝ 

全窒素：約 5.0ﾄﾝ 

全りん：約0.68ﾄﾝ 

霞ヶ浦・北浦水際等浄化共同事業 ・水資源機構と連携して，霞ヶ浦

に流入する水路(堤脚水路)で，

植物等の浄化作用を活用して負

荷削減 

１箇所 １箇所 

霞ヶ浦・北浦窒素・りん除去支援事

業 

 

・面源負荷削減に取り組む団体等

に削減量に応じて補助金を交付

し，活動を支援 

５団体 ２団体 

③ 県民参加による水質保全活動の推進（県民意識の醸成）         ４４，７０５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霞ヶ浦・北浦水質保全市民活動支援

事業 

・市民活動を促進するため，環境

保全活動や環境学習に必要な活

動機材の無料貸出し及び市民団

体への活動費補助を実施 

 

 

補助団体： 

２０団体 

貸出件数： 

３３７件 

補助団体： 

２１団体 

霞ヶ浦環境体験学習推進事業 

 
湖上体験スクールの様子 

・子どもの頃から水辺環境に親し

み水環境保全の重要性を学ぶた

め，県内小中学生を対象とした

湖上体験スクールを実施 

８，０００人 ７，４３１人 

漁場環境・生態系保全活動支援事業 

 
保全活動の様子 

・漁業者等による植生（ヨシ）

帯の保全活動に対する支援 

１地域協議会 

５活動組織 

１地域協議会 

５活動組織 

 

＊年間負荷削減量合計 

ＣＯＤ：約  70ﾄﾝ 

全窒素：約26.7ﾄﾝ 

全りん：約1.67ﾄﾝ 

 


